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わたくしたちは、利恨川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には

ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育支化沼市をめざす市民としてのお

りをもち.明日へのE買いをこめて.ここに市民憲患をさだめます。

水と緑と土のにおいがいっぱいの 住みよいあびこにします
心と体をきたえ 生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし 子どもの夢を育て 幸せなあびこにします
ふるさとを愛し 文化を高め盟かなあぴこにします
みんなで箆しあい きまりを守り 明るいあびこにします

幸康

成
出
制
複
線
化
促
進
朋
成
会
の

主
他
に
よ
る
、

「成
田
線
の
あ
る

風
封
」
写
以
コ
ン
テ
ス
ト
の
容
の

部
門
と
互
の
部
門
の
審
査
会
が
、

9
H羽
H
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

容
の
部
門
で
は
加
点
の
応
募
作

品
の
中
か
ら
、
互
の
部
門
は
吋

ι
…

の
中
か
ら
、
次
の
と
お
り
入
選
作

• 
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「パ
l
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
0
0」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
ま
で
は
「
全
日
本
パ
l
ド
カ
l
ビ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
し
て
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
、
烏
を
と
お
し
て

自
然
や
環
境
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
規
模
を
拡
大
し
、
市
民
団
体
な
ど
の
烏
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
催
し
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

市
で
は
、

止
か
な
自
然
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
お
を
位
世
づ
け
、

「人

と
れ叫が
共
存
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
収
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
町
中
放
の

一
つ
と
し
て
、
円

本
パ
l
ド
カ
l
ピ
ン
グ
駿
耳
、
(
財
)

山
附
山
口
知
研
究
所
、
我
孫
チ
肘

μ

ス
ト

{春
の
部
門
}
よ
か
ら
愈
優
秀
作
品
:
・
河
野
さ
ん
の
「
鉄
橋
を
渡
る
」、
優
秀
作
品

:
・安
藤
さ
ん
の
「
五
月
晴
れ
」
、
藤
原
さ
ん
の
「
ダ
ル
マ
も
見
て
い
た
成
回
線
」

を
守
る
会
と
共
催
で
、

「パ

l
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
0
0」
を

別
似
し
ま
す
。

ぬ
の

一
瞬
の
助
き
、
表
的
を
と

ら
え
て
制
作
さ
れ
た
、
バ
ー
ド
カ

ー
ピ
ン
グ
作
品
の
コ
ン
ク
ー
ル
を

は
じ
め
、
裂
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
雌

り
だ
く
さ
ん
。
ご
家
族
や
友
述
と
、

お
気
峰
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時

日
月
お
口
(
土
)
・
初
日

(
日
)
午
前
9
時
泊
分
か
ら
午
後
4
時

却
分

(
羽
目
は
3
時
却
分
ま
で
)

場

所

市

民
会
館

(
手
引
沼
探

μ

会
は
手
錠
沼
親
水
広
場
で
尖
施
)

問
い
合
わ
せ

企
問
調
控
室
企
画

訓
幣
畑
中
I
宮
(お
)
1
1
1
1

優
秀
賞
・
:
安
臓
附
二

(
栄
町
)

雌
原
町
ぷ

(成

m市
)

入
賞
:
・
岩
立
佐
久

(栄
町
)

小
松
進

一
(京
京
都
多
般
市
)

川
水
誠

一
(栄
町
)

*
互
の
部
門

愚
優
秀
賞
・:山
府
立
佳
久

(栄
町
)

優
秀
賞
:・
矢
口
山
英
樹
(柏
市
)

.全
国
か
ら
パ
l
ド
カ
I
ビ
ン
グ

作
品

3
0
0
点
が
集
合

パ
l
y
カ
l
ピ
ン
グ
は
木
彫
り

の
お
に
彩
色
し
た
も
の
で
、
狩
猟

用
の
お
と
り

(デ
コ
イ
)
が
起
源

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
は
か

つ
て
の
役
割
を
離
れ
、
本
物
の
九

に
凡
川
述
、
え
る
ほ
ど
柿
街
な
芸
術

作
品
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
作
品
を
手
が
け
る
会

附
の
制
作
者
に
呼
び
か
け
、
3
0

0
点
近
く
の
作
品
が
集
合
。
カ
ー

ピ
ン
グ
の
突
出
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
技
孫
子
第

一
小
学
校

の
6
年
生
が
制
作
し
た
作
品
1
0

0
点
も
展
示
し
ま
す
。

ま
た
今
回
か
ら
、
日
本
パ

l
ド

カ
l
ピ
ン
グ
協
会
会
長
の
内
山
容

雄
さ
ん

(市
内
在
住
)
と
サ
ン
ト

リ
ー
株
式
会
社
の
ご
協
力
に
よ
り
、

視
覚
障
害
者
に
も
パ

l
ド
カ
l
ピ

ン
グ
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

安
雌
附
二

(
栄
町
)

入
賞
:
・
河
肝
詐
久
(
守
谷
町
)

刊
松
附
次
(
前
市
町
)

林
義
孝
(
成
田
市
)

入
選
作
品
の
展
示
会
を
行
、
つ
予

定
で
す
が
、
日
程
に
つ
い
て
は
、

後
日
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
現
在
、
秋
の
部
門
の
作
品

守l
h句会 _' ~I_ 11 ¥・よ戸司・

国歯車叫字予R
r--曹，，''Zml1ll ・

日
本
初
の
「
実
際
に
触
れ
ら
れ
る

タ
ッ
チ

・
カ
l
ピ
ン
グ
」
も
用
意
。

刈
の
名
前
を
点
字
で
表
示
す
る
ほ

か

「
こ
ち
ど
り
の
会
」
に
よ
る
お

の
解
説
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

探
鳥
会
な
ど
鳥
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
催
し

。
庭
に
烏
を
呼
ぶ
コ
ー
ナ
ー

野
山
が
好
む
木
の
実
、
平
の
秘
、

机
子
な
ど
の
尖
物
を
展
示
し
、
自

宅
の
出
に
昨
ぬ
を
呼
び
、
観
察
し

て
楽
し
む
方
法
を
紺
介
し
ま
す

0

0
手
賀
沼
探
烏
会

(初
日
午
前
9

時
叩
分
に
水
の
飢
玄
関
前
集
合

・

間
夫
の
際
は
中
止
)

水
の
館
前
で
パ

l
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。
野

μを
守
る

会
の
会
民
が
説
明
し
ま
す
の
で
、

初
め
て
の
方
で
も
楽
し
め
ま
す
。

持
参

双
眼
鏡

(持
っ
て
い
る
方
)、

住
己
円
1.
、

AU
--
u
F
r
l
v
 

※
幼
児
は
ご
辿
慮
く
だ
さ
い

を
非
集
し
て
い
ま
す
。
9
月
か
ら

日
月
ま
で
の
川
に
搬
路
し
た
作
品

を
、
得
っ
て
ご
応
必
く
だ
さ
い
。

由民、の
部
門
は
、
日
月
か
ら
来
年

2
M
nま
で
に
搬
川
崎
し
た
作
品
を
対

象
と
し
ま
す。

提
出
先

・
問
い
合
わ
せ

成
回
線

視
線
化
推
進
室
宮
(お
)1
1
1
1

{夏
の
部
門
〕
上
か
ら
量
優
秀
作
品
:
・
岩
立
さ
ん
の

「
夏
の
景
」、
値
秀

作
品
:
・
矢
島
さ
ん
の
「
盛
夏
花
火
」
、
安
藤
さ
ん
の
「
始
発
上
野
行
」

。
沼
つ
子
広
場

5
フ
ク
ロ
ウ
の
七
宝
焼
5

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
毎

年
実
施
し
て
い
る
、
七
宝
焼
教
室

を
「
れ
つ
子
広
場
」
と
し
て
間
似

し
ま
す
。

定
員

接

記

入

参
加
賀

3
0
0円

申
し
込
み
初
日
午
後
1
時
に
市

民
会
館
2
附
市
民
税
暗
室
に
集
合

。
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
デ
コ
イ
展
示
と

伊
豆
鳥
島
で
の
誘
導
作
戦
の
映
像

コ
ー
ナ
ー

伊
豆
鳥
山
で
実
施
中
の
、
デ
コ

イ
を
使
っ
た
ア
ホ
ウ
ド
リ
説
部
作

戦
を
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
ラ
イ
ブ

映
像
で
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
的
き
戸
の
出
る
ア
ホ
ウ
ド
リ

の
デ
コ
イ
も
展
示
し
ま
す
。

。
手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
写
真
展
と

舟
の
写
真
展

日
年
版
手
判
的
カ
レ
ン
ダ
ー
の

写
只
を
民
一
市
し
ま
す
。
手
料
以
前
の

自
然
や
抑
制と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

去
剥
し
た
写
点
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
手
賀
沼
で
身
近
に
見
ら

れ
る
水
ぬ
や
、
野
山川の
写
真
パ
ネ

ル
を
展
示
し
ま
す
。

。
販
売
コ
ー
ナ
ー

心
の
博
物
館
グ
ツ
ズ
を
は
じ
め
、

市
民
団
体
や
協
佼
企
業
の
販
売
コ

ー
ナ
ー
を
投
位
し
ま
す
。

田 イじ線

湖

畔

を

み

ん

な

で

歩

こ

う

さ
ま
ざ
ま
な
「
山
会
い」

「ふ

れ
あ
い
」

「支
え
あ
い
」
が
生
ま

れ
る
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
l
ク
。

秋
が
深
ま
る
手
幻
沼
周
辺
を
、
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

手
川
以
泊
公
園

・
柏
ふ
る
さ
と
公

園
を
拠
点
に
、

参
加
さ
れ
る
方
の

体
力
に
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
3

つ
の
コ
l
ス
を
川
な
し
て
い
ま
す
。

将
段
か
ら
ウ
ォ

1
キ
ン
グ
を
し

て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
歩
こ
う

---
会場 手賀沼公園 柏ふるさと公園

@ 4キロ 手賀沼公園→ 。3キロ 柏ふるさと公園→
水の館折り返し 北柏ふるさと公園折り返し

距離・
。10キロ手賀沼公園→ 。10キロ 大柏橋ふ→る手さ賀と沼公公園園→→ 
相ふるさと公園→沼南町→ 沼南町→手賀

コース 手賀大橋→手賀沼公園 柏ふるさと公園。20キロ手賀沼公園→ 。20キロ 柏ふるさと公園→
柏ふるさと公園→沼南町→ 沼南町→フィッシングセンヲー→
フィッシングセン空ー→手賀沼公園 手賀沼公園→柏ふるさと公園

可F手賀沼ふれあいウオークコース

複で

と
思
つ
て
は
い
て
も
な
か
な
か
き

っ
か
け
が
な
い
方
、
お
子
さ
ん
、

日
齢
の
方
、
取
イ
ス
の
方
等
、
ど

な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

日

時

日

月
初
円
(
日
)
午
前
8
時

か
ら
9
時
受
付
、

9
時
加
分
ス
タ

ー
ト

(雨
天
災
施

・
荒
天
中
止
)

集
合
場
所
我
孫
子
会
場
:
・下
公

初
公
園

柏
会
場
:
・
柏
ふ
る
さ
と

公
凶

(ど
ち
ら
の
会
助
に
参
加
し

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
)

※
点
で
の
参
加
は
避
け
、
屯
収・・

パ
ス
等
で
お
い
で
く
だ
さ
い

距
離
・
コ

l
ス
上
表
参
照

参
加
費

事
前
申
し
込
み
:
・
4
0

0
円、

当
日
・:
5
0
0円

(保
険

料
含
む

・
小
学
生
未
満
は
無
料
)

申
し
込
み

市
役
所
市
民
ホ
l
ル
・

支
所

・
公
民
館

・
近
隣
セ
ン
タ
ー

-

保
健
セ

ン
タ
ー

・
市
内
郵
便
局
に

用
意
の
指
定
用
紙
で
参
加
貨
を
郵

便
振
枠
し
、

受
領
代川を
当
日
持
参

※
受
創
作
が
ぶ
念
口
聞
の
引
換
券
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
参
加
貨
の
払

い
民
し
は
で
き
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ
保
他
セ
ン
タ
ー
宮

(
目
前

)1
1
3
1
、
当
日
開
催
の
布

保
:・
柏
市
健
康
推
進
諸
君
(
併
)
3

つd
つd
司

3

力のなんみ線成

成

田

線

の

あ

る

風

景

写

真

コ

ン

テ

春
と
夏
の
部
門
の
入
選
作
品
決
ま
る

優
優
秀
賞
:
・
河
野
古
口
久

(茨
域
県



(2) ~ 喜男1

火
を
つ
け
た

あ
な
た
の
責
任

最
後
ま
で

2000.11.1 

秋
季
火
災
予
防
運
動
を
実
施

= 、=
「
火
を
つ
け
た
あ
な
た
の
武

任
最
後
ま
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
日
月
9
日
(
木
)
か
ら
日
日
(水
)

ま
で
、
会
国

一
斉
に
秋
季
火
災
予

防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
内
で
は
、
昨
年
中
に
叩
件
の

火
災
が
発
生
し
、
2
人
の
方
が
負

俗
、
相
答
舶
は
1
6
4
9
万
4
0

0
0円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
家
庭
で

火
を
取
り
扱
う
機
会
が
問
え
、
空

気
も
乾
燥
し
て
、
火
災
が
起
こ
り

ゃ
す
く
な
り
ま
す
。

火
災
に
は
、
放
火
や
も
ら
い
火

な
ど
、
防
ぎ
に
く
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
暖
房
器
具
の
取

り
扱
い
や
タ
バ
コ

の
後
始
末
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
が
暮
ら
し
の
中
で
注

意
を
す
れ
ば
防
げ
る
も
の
が
、
多

く
あ
り
ま
す
。

昨
い
生
命
や
財
産
を
奪
う
悲
惨

機急講習1m
番目E者を事集

第1032号

そ
せ
い

消
防
耕
で
は
、
心
肺
麻
生
法

の
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る

「故
急
講
習
会
」
を
実
施
し
ま

す
。消

防
殺
の
救
急
隊
以
が
、
人

な
火
災
を
出
さ
な
い
た
め
に
、
火

の
用
心
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
万

が
一

、
火
災
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
初
期
消
火
に
努
め
ま
し
ょ
、
っ
。

住
宅
火
災
い
の
ち
を
守
る
7
つ

の
ポ
イ
ン
ト

。3
つ
の
習
慣

φ
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る

や
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
位
で
使
用
す
る

や
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
雌

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

0
4
つ
の
対
策

-v逃
げ
遮
れ
を
防
ぐ
た
め
に、

住

宅
朋
火
災
瞥
報
機
を
設
位
す
る

-v桜
兵
や
衣
煩
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す

る

-v火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
刑
消
火
器
を
仙
え
る

-vお
年
寄
り
ゃ
体
の
不
自
由
な
方

形
を
使
い
、
具
体
的
に
人
工
呼

吸
や
止
胤
法
を
指
導
し
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
救
急
車
が
到

治
す
る
ま
で
の
附
に
、
あ
な
た

の
周
り
の
人
を
救
う
技
術
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

ロ
月
同
日
(
土
)
午
前
9

時
か
ら
正
午
(
参
加
無
料
)

場
所

消
防
本
部
2
階

内
容

救
急
隊
円
以
に
よ
る

一
人

法
の
心
肺
蘇
生
法

・
大
出
血
時

の
止
血
法
指
部
(
硝
習
後
、
救

命
技
能
適
正
と
認
め
ら
れ
た
方

に
は
修
了
証
を
交
付
)

対
象

市
内
在
住

・在
勤
の
方

定
員

先
活
犯
人

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
川

月
初
円
(木
)ま
で
に
屯
話
ま
た

は
前
一
接
、
消
防
本
部
瞥
防
課
救

急
救
助
係
官
(制
)
0
1
1
9
へ

(市
内
各
消
防
持
で
も
受
け
付

け
ま
す
)

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る

1
1
9番
通
報
は
携
帯
電
話
を
避

け
、
公
衆
電
話
等
か
ら

市
内
か
ら
拙
前
屯
話
で
1
1
9

番
通
報
を
す
る
と
、
焼
山
市
氾
話
で

の
迎
報
の
受
信
設
備
が
あ
る
、
松

戸
市
や
茨
城
県
方
面
等
の
消
防
本

部
へ
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
後
、
我
孫
子
市
へ
転
送
さ

れ
ま
す
が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
雑

音
で
聞
き
取
り
に
く
か

っ
た
り
、

通
話
中
に
切
れ
て
し
ま
う
な
ど
の

不
都
合
が
生
じ
て
い
ま
す
。

1
1
9番
へ
通
報
す
る
と
き
は
、

最
寄
り
の
公
衆
包
括
や

一
般
屯
話

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
宮
(
糾
)

n
V
1
ム

1
A
Q
d

市政ふれあい懇談会
市政に対する要望など

市長と意見交換してみませんか

今
年
も
山
月
同
日
か
ら
「
市
政

ふ
れ
あ
い
懇
談
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
市
長
と
立
見
交
換

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
後
、
2
地
区
で
附
他
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

天
王
台
地
区
-
-
-
H

月
日
日
(土
)午
後
1
時
却
分
か

ら
3
時
却
分
、

天
王
台
北
近
隣

セ
ン
タ
ー

我
孫
子
北
地
区
・
:

日
月
日
日
(
土
)
午
後
4
時
泊
分

か
ら
6
時
加
分
、
市
民
プ
ラ
ザ

申
し
込
み

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

直
技
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
秘
性
凱
広
聴
担

当

官
(
部

)
1
1
1
1内
線
2
6

Q
U
 

申
請
手
続
き
は
お
早
め
に

児

童

手

当

特

例

給

付

就

学

前

特

例

給

付

H

児
抗
手
当
H

H

特
例
給
付
H

H

就
学
前
特
例
給
付
H

は
、
義
務

教
育
就
学
前
の
児
並
を
旋
有
し
て

い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
の
方
で
、
ま
だ
申
前

を
し
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
資
格

日
月
2
日
(
土
)
か
ら
、
現
在

お
時
判
分
の
成
回
線
我
孫
子
発

最
終
氾
事
が
、
幻
時
U
A

分
に
繰

り
下
が
り
ま
す
。

成
田
川酬
の
利
便
性
向
上
に
む

け
、
沿
制
川
市
町
村
で
榔
成
す

る
「
成
田
制
複
線
化
促
進
期
成

会
」
は

J
R
に
対
し
毎
年
陳
情

を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
終
屯
平
の
繰
り
下
げ
も
、

陳
情
項
目
の

一
つ
で
、
要
望
の

実
現
が

一
歩
進
み
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

企
画
澗
整
担
当

官
(
お

)
1
1
1
1内
総
2
1
1

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

~ 
c> 
c> 
c> 

宝寺三

国
勢
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
結
来
に
つ
い
て
は
、
総
務

庁
統
計
局
か
ら
予
成
旧
年
同
月
末 国

嚢丸
:?:J 

調

査

ま
で
に
、
第
1
次
基
本
集
計
が
公

表
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
統
計
担
当

官
(
お

)1
1
1
1内
総
2
2
9 -

*
我
孫
子
市
に
住
民
登
録
(外
国

人
内
対
話
し
て
い
る
方

*
平
成
H
年
中
の
所
持
が
所
符
制

限
限
度
如
来
渦
の
方

*
義
務
教
育
就
学
前
の
児
宜
を
養

育
し
て
い
る
方

支
給
金
額

。1
子
日
・・・
月
制
5
0
0
0円

。2
子
日
・・・
月
組
5
0
0
0円

。3
子
目
以
降
・
・
・
月
組
l
万
円

申
請
手
続
き

次
の
も
の
を
用
意

し
、
子
育
て
支
援
課
へ
申
出
し
て

く
だ
さ
い
。

。
印
鑑

②
受
給
者
名
義
の
金
融

機
凶
の
口
座
番
号
(
郵
便
局
は
除

く
)

③
受
給
者
が
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
場
合
は
年
金
手
帳
、

国
民
年
金
以
外
の
公
的
年
金
(
厚

生
年
金
等
)
の
加
入
者
は
、
勤
務

先
の
事
業
主
に
よ
る
年
金
加
入
証

明
性
、
ま
た
は
年
金
手
帳
と
健
康

保
険
証

④
平
成
は
年
1
月
2
日

以
降
に
市
内
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、

前
居
住
市
区
町
村
発
行
の
平
成
は

年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
性

⑤
平
成
ロ
年
度
中
に
日
成
に
速
す

る
ま
で
の
児
立
が
市
外
に
居
住
し

て
い
る
場
合
は
、
児
監
の
属
す
る

世
帯
全
只
の
住
民
票
と
別
居
の
理

由
を
記
入
し
た
申
立
性

な
お
、
公
務
貝
の
方
は
勤
務
先

に
申
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
不
正
受
給
さ
れ
ま
す
と
剖
則
が

あ
り
ま
す
。
ご
注
泣
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
謀
宮

(お

)
1
1
1
1内
線
3
4
7

①
映
画
会

日

時

日

月
日
日
(土
)
午
後
1
時

泊
分
(
申
し
込
み
が
必
要
で
す
)

上
映
映
画

あ
る
老
女
の
物
語

講
演

映
画
か
ら
観
る
い
の
ち
の

部
さ

こ
と
う
だ
ち
え

・』

諦

師

小

勝
田
千
栄
子
さ
ん
(
映

甲
山
劇
悲
袈
)

定
員

集

M
4
7
3人

②
公
開
講
座

「女
性
の
政
治
参
画

が
是
非
と
も
必
要
な
ワ
ケ
」

日

時

日

月
初
日
(
水
)午
前
川
時

加
分
(
申
し
込
み
が
必
袈
で
す
)

諦
師

三
井
マ
リ
子
さ
ん
(
女
性

政
策
研
究
家
)

定
員

先
治
1
8
0
人

③
女
性
の
た
め
の
文
化
祭

(
観
覧

自
由
)

日

時

日

月
泣
日
(水
)か
ら
ロ
月

7
日
(木
)午
前
9
時
か
ら
午
後
8

時
泊
分
(
月
眼
目
は
休
館
)

内
容

女
性
(
一
部
男
性
)
の
創

作
に
よ
る
絵
画
、

骨
、
写
兵
の
入

件
以
作
品
等
の
展
示

@
女
性
団
体
・
個
人
の
自
主
活
動

発
表
会

街
地
μ自
由
)

日

時

日
月
お
日
(
土
)
・
初
日

(
日
)
〈
時
間
は
発
表
者
に
よ
り
拠

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
〉

内
容

女
性
団
体
に
よ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
展
示
会
、
コ
ン
サ
ー
ト

な
と

場

所

い

ず
れ
も
さ
わ
や
か
ち
ぱ

県
与
ラ
ザ
(
参
謀
…
料
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

①
、

②
は
沼
稲
か
、
ハ
ガ
キ
に
イ
ベ
ン

ト
名
、
住
所
、
氏
名
、
氾
飾
帯
号

を
明
記
し
〒
2
7
7
1
0
8
8
2

柏
市
柏
の
諮
4
の
3
の
ー
さ
わ
や

か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
内
千
葉
県
女

性
セ
ン
タ
ー
宮
(刊
)
8
6
0
2
へ

子
育
て
は
自
分
育
て

ー
キ
レ
ル
子
供
と
キ
レ
ル
親
、

親
の
態
度
は
子
供
の
手
本
l

幼
児
虐
待

・
学
級
崩
壊
等
、
子

ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
家
庭
・
社

会
環
境
は
、
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。子

育
て
が
雌
し
く
な
っ
て
い
る

現
在
、
も
う

一
度
子
育
て
を
見
つ

め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

程

下

表
参
照

場
所

千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー

対
象

県
内
在
住

・
在
勤
の
方

(
男
性
歓
迎
)

定
員

各
国

ω人
(
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
)

県
民
業
大
学
校
で
は
、
優
れ
た

民
業
技
術
者

・
指
導
者
の
養
成
を

目
的
に
、
平
成
旧
年
度
の
学
生
を

募
集
し
ま
す
。
(
下
表
参
照
)

受
験
料

・
入
学
金

・
授
業
料
は

不
安
で
す
。

所
在
地

京
金
市
家
之
子
1
0
5

9

(京
成
線
千
葉
中
央
駅
か
ら
京

成
屯
鉄
パ
ス
成
京
行
で
家
之
予
下

車
徒
歩
7
分
)

問
い
合
わ
せ

千
葉
県
成
業
大
学

校
8
0
4
7
5
(見
)
5
1
2
2

農学科 研究科
品十 科

(履修年限2年) (履修年限2年)
対 象高 校 卒 業 生 際系短大・農学科卒業生

募婁人員 80人(蹄入学拾む)20人(鵠よ学uむ)

試験日 平成13年1月24日(水)平成12年12~7日(木)
出願期間 11'15日-1月19日11月16日-11月30日

必須科目・・国語 (国 選択科目・作物学、園
語1ll)、理科 (総合 芸学、畜産学、 農業経
理科、生物IA、生物営学から2科目
1 B、化学1A、化学

試験科目1 Bから1科目) 面接

選択科目・・数学i、英
語Ill，現代社会、農
業基礎からHHl
面接

試験会場 千葉県農業大学校

平成13年度学生募集要項v県農業大学校

受
諦
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

氾
悶

か
、
ハ
ガ
キ
に
希
望
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
、
屯
話
番
号
を
明
記
し
、

ロ
月
初
日

(火

・
必
活
)
ま
で
に

干

2
7
71
0
8
8
2柏
市
柏
の

諜
4
の
3
の
1
千
紫
県
女
性
セ
ン

タ
ー
宮
(
刊
)
8
6
0
2
へ

回 日 時 講座名 講 師

1月17日(水) 子育てをめぐる
祉会的状況と親 目立精神神経セ

11 :OH2:30 の心理 ンヲー積神保健

1月17日(水) 子供の個性の発 研究所

2 蓬に親はどう関 菅原ますみさん
13: 3H5: 00 わればよいか?

1月23日(火) とまどう子供た
3 ち~子供の自立、

11 :00"'12:30 親の自立 「わいふJ編集長

1月23日(火) 問中喜美子さん
4 揺れる貌の心

13:3H5:00 

1月30日(火) 震近の母の犯罪
5 

11 : 00"'12 : 30 
I~何を訴えるの

恵泉女学園大学か7
教授

6 
1月30日(火) 母性愛神話から 大日向雅美さん

13: 30"'15: 00 の解放

v総合福祉セミナー

※農学科1年生は全寮制。その他も入寮可

都市計画下水道の
案の縦覧

都
市
計
画
法
第
引
条
第
2
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
げ
条
第

1
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画

下
水
道
の
案
の
縦
覧
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

縦

覧

期

間

日
月
6
臼
(
月
)
か
ら

け
月
初
円
(
月
)
〈
土

・
日
昭
日
を

除
く
〉

縦
覧
場
所

・
問
い
合
わ
せ

旧
芹

下
水
道
計
画
課
宮
0
4
3
(2
2

3
)
3
3
5
5、
市
役
所
下
水
道

部
宮
(お
)1
1
1
1内
綿
5
3
8





(4) 、冨fjE d身 2000.11.1 

h闘 8'こ病気・歯痛になったら

休日診療所ヘ 「心の健康タラフj
健康

ガイド
毎月第3月曜日に開催

精
神
病
は
、
育
て
方
や
迫
伝
の

せ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
人
に

一百
え
な
い
悩
み
を
家
族
同
士
で
語

り
合
い
、
お
互
い
に
励
ま
し
合
い
、

支
え
合
う
坊
と
し
て
、
「
心
の
他

府
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
な
か
で
、
精
神
障
害
に
関

す
る
正
し
い
知
識
や
保
他
相
祉
制

度
を
学
び
、
ま
ず
家
族
自
身
が
偏

見
を
取
り
払
う
た
め
に
も
、
み
ん

な
で
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

日

月
初
日
(
月
)
午
後
2
時

か
ら
4
時

※
申
し
込
み
不
要
、
旺
接
会
場
へ

場
所

保
他
セ
ン
タ
ー

参
加

無
料

問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
宮

(
前

)
1
1
3
1

第1032号

子
育
て
公
開
講
演
会

子
ど
も
は
親
の
姿
を
映
す
鈍
で

す
。
や
さ
し
く
美
し
く
あ
る
た
め

に
、
日
ご
ろ
の
姿
を
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日

時

日

月
凶
日
(
木
)
午
前
同
時

か
ら
日
時
叩
分

(参
加
無
料
)

場
所

中
央
公
民
館

講
演

子
ど
も
は
見
て
ま
す
、
ま

ね
て
ま
す
、
お
母
さ
ん
の
姿
を

諦
師

茂
呂
記
子
さ
ん
(東
京
家

庭
教
育
研
究
所
専
任
前
師
)

定
員

先
着
知
人

※
保
育

(
2歳
以
上
、
先
諮
問
人
)

を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込
み
時

に
あ
わ
せ
て
申
し
込
み
を

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

屯
話

で
中
央
公
民
館
宮
(位
)
0
5
1
5

へ原
爆
被
爆
者
二
世

健
康
診
断

期
間

平
成
旧
年
3
月
山
日
ま
で

対
象
者

両
親
ま
た
は
両
親
の
ど

ち
ら
か
が
原
爆
被
爆
者
で
、
県
内

に
住
所
を
有
し
、
受
診
を
希
望
す

る
方
(
受
診
希
望
者
が
多
数
の
場

合
は
前
年
度
朱
受
診
者
を
優
先
)

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ

キ
に
健
康
診
断
希
望
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日、

屯
話
番
号
、

被

爆
者
で
あ
る
親
の
氏
名
、
住
所
、

被
爆
者
手
帳
寄
号
を
明
記
し
、
平

成
日
年
2
月
同
日
ま
で
に
一
T
2
6

0
1
8
6
6
7千
諜
市
中
央
区
市

場
町
1
の
1
社
会
初
祉
課
援
護
恩

給
班
宮
0
4
3
(2
2
3
)
2
3

4
9
へ

介
護
保
険

住
宅
改
修
事
業
者
説
明
会

介
護
保
険
制
度
に
基
づ
く
住
宅

の
改
修
を
行
、
つ
事
業
者
を
対
象
に
、

保
険
の
適
用
範
囲
や
内
訳
性
の
作

成
方
法
等
に
つ
い
て
、
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

日
時

日

月
却
日
(
水
)
午
後
2
附

か
ら

3
時
泊
分

場
所

市
民
会
館

定
員

1
5
0
人

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

屯
稲

で
介
護
支
援
税
医
療
介
護
係
官

(邸

)1
1
1
1内
線
4
2
6
へ

医
療
講
演
会

リ
ウ
マ
チ
で
お
悩
み
の
方
や
ご

家
族
の
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

日
時
・

場
所

日
月
8
日
(
水
)
午

後
l
時
却
分
か
ら
4
時
、
保
健
セ

ン
タ
ー

3
階

(
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
あ

り
)

内
容

。
医
癒
講
演
会

「
慢
性
凶

節
リ
ウ
マ
チ
に
対
す
る
適
切
な
治

療
と
付
き
合
い
方
」

@

医
療
相

談
会

講
師

土
田
辺
部
さ
ん
(
ツ
チ
ダ

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
)

参
加
資
制
…
料

み
ず
か
ど

問
い
合
わ
せ

水
門
官
(制
)
5
7

只
u
司
u千

葉
県
国
民
健
康
保
険
大
会

講

演

会

日
時

H
月
7
日
(
火
)
午
後
2
時

か
ら
3
時
加
分
(
参
加
無
料
)

受付時間
午前9時から11時30分

内科・小児科…
午後1時から 4時30分

歯科 …午前9時から11時30分
持 参健康保険証と診療費

電話番号 (87)7020(診療時間内のみ)

11月の二次救急病院(休日・夜間当番病院)

日 l病院名|電 話

3目、23日|我孫子聖仁会病院188・3111
5日 |我孫子つくし野病院184・2211

12日 |我孫子東邦病院 182・8166

19日 17ピコ外科整形外科病院 184・7321
26日 |平 和 台 病院 189・1111

場
所
背
誕
の
森
公
国
芸
術
文
化

ホ
l
ル

(千
一車
巾
中
央
区
青
一
部
町
)

テ
l
マ

「
他
山
は
笑
い
か
ら」

諦
師

三
笑
苧
夢
之
助
さ
ん

(務

部
家
)

入
場
方
法
・

定
員

当
日
受
け
付

け、

先
治
3
0
0人

問
い
合
わ
せ

千

葉
県
国
民
他
府

保
険
団
体
迎
合
会
総
務
概
宮
0
4

3

(2
5
4
)
7
3
1
8
 

あ
そ
び
ば
シ
ン
ボ

5
子
ど
も
の
遊
び
と
児
童
館
5

み
ん
な
で
、
子
ど
も
の
遊
び
と

居
場
所
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
の
報
告
を
も
と
に
、
知

り
合
い
ま
せ
ん
か

日

時

日

月
同
日
(
火
)午
前
9
時

叩
分
か
ら
正
午

場
所

市
民
会
館

参
加
質
保
…
科

※
保
育
あ
り

(無
料
)

問
い
合
わ
せ

あ

び
こ
子
ど
も
の

文
化
連
絡
会
一
柴
原
告
(
ω
)
1
5
5

0
0
 11月の各種健診と健康教室

湖北台 1の12の16

健
康
メ
モ
@

多
数
の
曲
が
失
わ
れ
て
し
ま
う

こ
う
ザ
ヤ
ヲ

か

と
、
岐
合
力
(
岐
む
力
)
の
低
下

と
と
も
に
、
背
骨
が
山
が
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
郎
而
は
い
ろ
い
ろ
な
筋

肉
に
よ
り
保
持
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

曲
が
な
く
な
る
と
表
的
が
刷
れ
、

筋
肉
の
緊
張
が
な
く
な
り
、

表
的

筋
の
崩
壊
に
よ
り
自
律
神
経
の
不

問
が
起
こ
り
、
卸
会
体
に
ゆ
る
み

が
生
じ
、
し
わ
が
多
く
な

っ
て
し

ま
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
別
に
口
の
ま
わ
り
の

し
わ
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
こ

め
か
み
の
部
分
に
あ
る
側
凱
筋
な

ど
の
影
山
山
口
に
よ
り
、
め
じ
り
や
ひ

た
い
の
し
わ
も
大
き
く
深
く
な
り

ま
す
。さ

ら
に
草
大
な
影
響
と
し
て
、

歯
周
病
(
歯
ぐ
き
の
病
気
)
に
よ

り
二
次
的
に
特
炎
、
リ
ウ

マ
チ
、

関
節
炎
、

皮
周
炎
な
ど
を
起
こ
す

を
保
ち
ま
す
。
曲
を
失
わ
な
い
こ

一

と
、
失
っ
て
し
ま

っ
た
場
合
、
次

一

普
の
策
と
し
て
、
天
然
の
的
と
同

一

じ
効
州
市
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

↑

い
ま
で
も
、
何
ら
か
の
タ
イ
プ
の

一

義
的
に
よ
り
適
切
な
岐

A
Z保
つ

一

こ
と
が
、
脳
の
働
き
を
正
常
に
保

一

ち
、
背
骨
が
山
が
っ
た
り
、
し
わ

一

の
多
い
病
気
が
ち
な
日
附
者
に
な

一

る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

一

こ
の
た
め
l
本
で
も
多
く
の
曲

↑

を
他
会
な
状
態
で
残
せ
る
よ
う
、

一

歯
科
医
師
会
で
は
、
加
成
で
初
本

一

の
二由
々
践
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
、

↑

j

iu-

-

r
o写
O
迎
動
を
呼
び
か
け
て
い

一

ま
す
。
皆
さ
ん
も
よ
り
他
版
に、
一

ル
テ
し

-

よ
り
若
々
し
く
歳
を
と
る
た
め
に
、
~

歯
の
健
康
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

↑

問
い
合
わ
せ

我
孫
子
市
幽
料
医

一

附
会
宮
(約
)1
3
8
8

一一
H
語
り
ま
す
川

一
無

料

で

牢

ベ
ビ
l
寝
凡
(
(
飯
田

一2
8
2
2
2
0
〉

↑
H
譲
っ
て
く
だ
さ
い
"

一
・草
子
ど
も
用
剣
道
防
具

(
山
田
宮

一
(制
)
3
9
3
6〉

~
申
し
込
み

各
述
絡
先
に
庇
接
電

歯
を
失
う
こ
と
は
、
口
の
中
の
問
題
だ
け
で
は
す
み
ま
ぜ
ん

歯
と
全
身
症
状

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
肺
血

定
、
お
血
」芝
、
相川
凡副
生
心

hy民
炎

d

-l
I
d

i

--
Jl
'
F
』
i

な
ど
曲
周
病
の
心
臓
胤
廿
系
へ
の

M
轡
は
、
冠
状
動
脈
疾
忠
で

1
・

5
倍
、
心
疾
忠
に
よ
る
死
亡
部

こ
う
そ
〈

1
・
9
倍
、
心
筋
梗
器
の
発
作

2
・
8
倍
に
な
る
と

い
う
訓
読
訓

告
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
わ
が
聞
の
死
亡
原
因

の
第
4
番
目
の
肺
炎
は
、
日
成
以

上
の
日
齢
者
に
限
る
と
、
感
染
症

の
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

-hE9〈
-q
，

そ
の
原
因
閣
は
、
口
腔
、
咽
到
に

多
く
潜
ん
で
お
り
、
口
の
中
の
閣

が
体
の
弱
く
な
っ
た
山
齢
者
の
死

亡
原
因
に
な
っ
て
い
て
、
何
よ
り

も
口
腔
消
婦
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
高
齢
者
に
な
る
と
、

岐
合

(岐
む
こ
と
)
で
脳
に
刺
激

を
加
え
、
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス

項 自 期日 時間 対 象 内容 (その他)

10日
1.2回目…妊娠20妊娠中・産後の生活、栄養、歯科

母親学級 受付
週-27過の妊婦 衛生、赤ちゃんふれあい体験

(3回目は両親学級)
17日 9:00-9:15 3回目…1・2回目参 持参…母子健康手様、筆記用具、

24日
加の妊婦と父親に パスタオル(10日)、歯ブラシ(17日)
なる方、家族 *電話で予約

4カ 月 児相談
7日、14日 受付 平成12年6月生まれ 身体計測、栄養・歯科・育児相談など

21日 9:10-9:55 (対象児に通知) 持参…母子健康手帳、パスタオル等

育児相談 15日 受付 事l幼児の育児につ 身体測定、栄養・歯科・育児相談
9:15-10:00 いて相談のある方 持参・・・母子健康手帳

小児マヒ生ワクチン
7日

受付
1;目平母諜子成健日12康2年手;5月帳2生F、予3ま言J会れ票Zで{予1回智防目接説を種受話ノ付ーLるfトJ方にb添付(ポリオ)投 与

14日 13:15-14:15 21参日
21日 持 )

1歳6カ月児僅康診査 2日、 9日 受付 平成11年4月生まれ 持参…母子健康手帳、健診票、

9:15-10:00 (対象児に通知) 歯ブラ シ (親と子の2本)

受付 平成10年3月生まれ
希望者には、フッ化物塗布を します

2歳8カ月児歯科健診 16日 持参 -母子健康手帳、歯ブラシ9:15-10:30 (対象児に通知) (親と子)、コップ、タオル

3歳児健康診査 2日、9日
受付 平成時4月生まれ 持参・・母子健康手帳、健診葉、歯ブラシ
12:45-13:30 (対象児に通知) (親と子)、コップ、尿、アンケー卜

離乳 食 教室 30日 受付 乳児のいる母親 簡単にできる離乳食の作り方、
9:30-10:00 試食 申電話で予約(先詰20人)

肩こり・腰痛教室
13日、20日受付 屑こ り、腰痛予防の体操、栄養の話など
27日 13:00-13:30 持参…健康手帳、体操のできる服装

栄養相談 臨時 電話で予約 指導を受けたい方 カロリーチェ ック、献立アドバイス

酒 害 相 談 10日
13:30-15:00 

アルコール問題を グループミ ーティング

アルコール家族教室 17日 抱えた本人、家族 お気軽にご相談ください

TEL(87)1131 保健センター

未熟児等発達相談 30日
受付 発達の遅れが心配な 医師・相談員・保健婦等による相該指導
13:00-14:00 1歳までのお子さん *通知者以外は電話で予約(地域指導課)

療育 相談 30日
受付 整形外科的に心配のあ 整形外科医の診察、保健婦の相談・
13:00-14:00 る18歳未満のお子さん 指導持参…母子健康手伝

アルコール悩みごと相議 6目、20日 14・00-16:00
アルコール問題を 医師・相談員・保健婦等による栂談
抱えた本人、家族 *専門医による相設は予約が必要

心の健康相談
0目、17日

14・00-16:00
精神病、精神神経 医師・相談員・保健婦等による相該

24日 症で悩んでいる方 *幌託医による相談は予約が必要

※該当者で通知が属かない方は保健センターにお問い合わせください

柏保健所 柏市柏255(国道6号呼塚交差点近く)TEL(67)1255 

俳句
文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切りは

毎月 5日 (必着)。ハガキでl人l作に限り ます。

応募先 〒270-1192我孫子1858[11役所広報室

短瓢
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ぜ
い
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ひ

と
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位

ふ

て

慣
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松

浦

白

梅

ら
か
ん

寝
そ
べ
り
て
純一肌
聞
き
を
り
秋
の
戸

田
中
栄
太
郎

木
の
実
務
つ
限
ゆ
っ
く
り
と
身
を
か
は
す川

崎

な
つ
め

ち
ま
ち
ま
と
記
念
の
誠
実
り
け

り

向

精

朝
顔

の

租

丹

念

に

採

る

日

和

下

回

ゆ
ず
り
合
ふ
同
を
附
ら
せ
る
萩
の
路
木
下

し
ゅ
フ
キ
?
か

秋
灯
下
山
ひ
し
ま

、
な
る
本
二
附

川

上

秋
暑
し
人
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
上
山
地

今
井

ι収
ず

白
き
杖
附
の
高
音
に
向
き
変
へ
し

平
塚

こ
こ
い
ら
も
稲
刈
り
終
へ
し
御
殿
場
路

松
柿

hA

コ
新
卿

竹内
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ゆ
っ
た
り
と
秩
父
路
め
ぐ
れ
ば
亡
き
父
も
登
り
し

山
々

速

な

り

て

見

ゆ

行

木

正

予

妹
の
泣
暦
祝
ふ

「兄
弟
会
」
話
題
は
い
つ
し
か
亡
き

父
母
の
こ
と

川
上

進
也

携
帯
電
話
手
軽
に
使
ふ
若
き
ら
は
伝
言
板
の
と
き
め

き
知
ら

ず

木

下

明

子

戦
中
の
疎
開
学
主
思
ひ
出
さ
る
三
宅
向
よ
り
避
雌
の

子
ら
に

小
出

礼
子

ひ

島

海
外
航
ロ
ス
に
二
人
に
て
挙
ぐ
る
と
て
娘
ら
の
飛
機

い
ま
飛
び
立
て
り

小

μ
順
也

よ
わ
ひ

わ
が
齢
百
成
に
し
て
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ア
テ
ネ
の
祭
典

に
会
は
む
と
ぞ
思

ふ

茂

組

英

夫

つ

ま

会

な

と
ぜ

夫
逝
き
て
七
年
過
ぎ
し
に
い
や
ま
し
に
そ
を
ひ
た
に

詠
む
短
恥
の
友
が
き

束
梅
林
務
和

治

ご

お

お

う

な

か

し

そ

能
を
負
へ
る
畑
と
行
き
交
ふ
州
道
に
し
ば
ら
く
紫
艇

の
匂
ひ
の
こ
れ

り

新

藤

辺

子

は

た

ち

特
攻
二
十
歳
ピ
ル
マ
に
死
す
と
刻
ま
る
る
君
の
必
に

し

あ

き

つ

飛

び

交

ふ

山

村

阿

恩

こ
〈
ら
ゆ

9
3

小
企
遊
屯
百
五
歳
な
る
最
後
ま
で
胞
の
草
花
凶
き
つ

づ
け

た

り

村

上

辺

代
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話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ
ー

ナ
ー
へ
の
掲
載
申
し
込
み
は
、
電

話
で
商
工
観
光
課
へ

取
り
扱
い
品

uum雑
貨
等
の
耐

久
消
費
財
で
す
。
衣
類
、
自
動
阜
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課
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新春マラソン大会出場者を募集

=申し込みは12月1日まで=

節
目
回
新
都
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、

湖
北
台
中
学
校
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ

ー
ル
に
行
わ
れ
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

臼
時

平
成
旧
年
1
H
n
n
口
(
日
)

〈
雨
天
災
施
・
荒
天
中
止
〉

土品
兵
付・
・・
午
前
8
時
か
ら
9
時

本
山
会
式
・:
午
前
9
時
初
分

受
付
場
所

湖
北
台
中
学
校

種
目
下
表
参
照

出
場
資
格

①
各
距
雌
を
完
走
で
き
る
方
(
凶

M
の
部
は
加
分
以
内
で
完
走
で
き

る
方
)

②
事
前
に
医
師
の
他
山
診
断
を
受

け
、
以
内
川
の
な
い
方

③
小
・
小
学
生
は
保
泌
者
の
同
立

件
を
抗
出

※
山
坊
は
、

1
人
1
祖
国

(た
だ
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

に
出
場
の
税
を
除
く
)

‘

参
加

賀

*

一
般

・
フ
ァ
ミ

リ
ー

(1
組
)
・:
1
5
0
0

*
小

・
中
学
生
・:
3
0

司O
円

※
中
止
の
場
合
で
も
参
加
賀

は
返
金
い
た
し
ま
せ
ん
。
参

加
立
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

所
定
の
中

込
用
紙
(
教
育
委
只
会
、
市

民
体
育
館
、
市
役
所
市
民

部

・
各
支
所

・
行
政
辿
絡
所
、
市

内
郵
便
局
に
用
意
)
に
必
説
明
唄

を
明
記
し
、
ロ
月
1
日

(金

・
必

消
)
ま
で
に
批
寄
り
の
郵
便
向

(氏
茄
授
は
申
込
用
紙
添
付
の
掠

替
用
紙
で
郵
便
振
替
)
ま
た
は
、

参
加
賀
を
持
参
の
、?
え
教
育
委
員

会
体
育
訓

(市
民
体
育
館
内
)
へ

問
い
合
わ
せ

教
行
委

μ会
体
行

訓
告
(釘
)
7
5
5
5

V新春マラソン大会種目

距 離 積回および年齢別の内訳

ファミリーの部 親 1人と小学校1:年-3年生の

1.5km 子1人で1組

小学生の部 4年-6年生の男女別・学年別

3km 中学生の部 1年-3年生の男女別 ・学年別

5km 男子…高校生-19歳、 2500~~2599歳歳、

36女5000歳-歳3以以S上醐歳上、40-4g 禽一般 の部
10km 生-29歳、 30-49歳、

志
賀
直
哉
の
短
編
小
説

、
鴨
を
買
い
J

f

に
柴
崎
ヘ
、

志川
μ
直
哉
の
我
孫
子
時
代
の
短

制
小
説
「
十

一
月
=
百
午
後
の
引
」

に
拙
か
れ
た
追
を
た
ど
り
、
当
時

の
我
孫
子
の
文
化
や
自
然
に
ふ
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

「
手
賀
沼
と
そ
の
周
辺
の
自
然

と
文
化
に
ふ
れ
、
環
境
保
全
と
仲

化
に
役
立
つ
こ
と
」

を
目
的
に
活

動
し
て
い
る

H

ふ
れ
あ
い
手
引
沼

の
会
H

で
は
、
志
到
町
哉
の

「茶

室
風
宗
」
が
残
ふ
術
院
側
地

か
ら
、
直
哉
が
的
を
口
い
に
柴
崎

ま
で
歩
い
た
行
程
を
散
策
し
ま
す
。

そ
の
後
、
天
王
ム
口
駅
ま
で
の
州

路
で
、
巨
木
探
検
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

・
行
程

H
月
4
日
(土
)
午

前
9
時
泊
分
、
線
雁
明
緑
地
の
志

第
必
回
我
孫
子
市
文
化
祭
開
催
中

10月8日から土曜・日曜日を中心!こ各会場で行われて

いる文化祭は、舎月3日から総合展賞会も始まります。

市民の皆さんの臼ごろの文化活動の成果を、各会場で

ぜひ、ご覧く定さい。

問い合わせ教育委員会文化課fi(85) 1151 

V我孫子市文化祭後期日程

行事 名 日 時 dコ』EE 場

民謡・舞踏発表会 11月3日(祝) 10: 30"'17 : 00 
宝土
てz;;

軽音楽演奏会 11月5日(日) 13: 00"'17 : 00 市民会館
自信
宜刀2てZ 日本舞踊発表会 11月12日(日) 13: 00"'17 : 00 

三幽演奏会 11月12日(日) 13: 00"'17 : 00 湖北地区公民館

湖北菊花展 湖北地区公民館前

展
(当日出品可) 11月2日(木)

10: 00"'16 : 00 
我孫子菊花展 -5日(日) 中央公民館中庭刀て (当日出品可)

部
洋ラン展 11月3日(祝) 9 : 00"'16 : 00 市民会館

r~ 
. 総合展覧会

11月3日(祝).選、華道、写真、書道・ 10: 00"'16 : 00 中央公民館
総 華道議座生、視覚障害 -5日(日)

tE‘ 3 

者協会婦人怒華道展

展
手工芸、手 工 11月3日(祝) 10: 00"'16 : 00 湖北地区公民館
芸講座 生 展 -5日(日)

覧
盆 栽 展 11月11日(土)

d宜』主

-12日(日) 9 : 00"'16 : 00 市民会館
東洋蘭秋季展

謡曲大会 11月3日(祝) 10: 00"'16: 00 

種文各 茶 会 11月3日(祝) 湖北地区公民館

( 2席で400円) • 5日(日)
10: 00"'15: 00 

化事行 短歌大会 11月4日(土) 12: 30"'16 : 00 市民会館

きもの着付け発表会 11月5日(日) 13: 30"'15: 30 湖北地区公民館

川
以
直
哉
邸
跡
集
合
(
左
図
参
照
)、

天
王
台
駅
解
散

(約
6
M
)
〈
雨

天
実
施
〉

参
加
貨

3
0
0円

(
資
料
代
)

申
し
込
み

不
安
(
当
日
銀
合
場

所
へ
)

問
い
合
わ
せ

3
4
 

回
官
官
(
U
M
)
6
7

あ

び

'ー，
ιー

恨
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
、

同
月

1
H
(
H
)、
開
館

ω周
年
祝
幻
式

典
と
た
の
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

同
近
隣
セ
ン
タ
ー
は
、

「
板
戸

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
市

平成12年度賜飾地区政治学級

政治や選挙について考えてみませんか

千…梨
県
選
挙
休
日
理
委
日
会
、

千
誕
以
明
る
い
巡
挙
推
進
協
級

会
で
は
、
政
治
や
巡
挙
に
つ

い

て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た

め
、
排
出
会
を
開
仙
し
ま
す
。

あ

れ

'ー，
ιー

れ

か
ら
委
託
を
受
け
て
管
理
迎

合
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
2
年
9
刀
包
口
に
オ

ー
プ
ン
し
て
か
ら
、
互
の
ふ

る
さ
と
祭
り
、
秋
の
文
化
祭
、

根
戸
つ
子
も
ち
つ
き
大
会
の

三
大
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
根

μ地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
活

動
拠
点
と
し
て
、
地
域
住
民

の
交
流
を
硝
極
的
に
深
め
て

き
ま
し
た
。

祝
賀
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
日

舞
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
l
、
格
話
、

根
一戸
小
学
校
児
泣
に
よ
る
吹
奏
楽

(写
真
)
、
久
寺
家
中
学
校
生
徒

の
訂
志
に
よ
る
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

な
ど
が
披
脱
さ
れ
、
見
学
者
か
ら

大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

新
旧
住
民
が
融
合
し
、
ま
ち
づ
く
リ
を
縫
進

根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー
開
館
刊
周
年

日

時

H

月
刊
日
目
(金
)
午
後
l

時
却
分
か
ら
4
時

場
所
目
以
来
葛
飾
合
同
庁
令

(J
R
松
戸
駅
か
ら
徒
歩
5
分
)

諦
演

。
分
椀
改
革
と
ま
ち
づ
く
り
・

•. 

つ
ね

鈴
木
山
夫
さ
ん
(
千
諜
大
学
法

学
部
教
般
)

。
引
世
紀

変
わ
っ

て
い
こ
う

よ、

一
緒
に
!
:
・渥
英
雄
子
さ

ん
(
弁
龍
士
)

定
員

1
5
0人
(
応
非
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)

受
鵠
料

ω
燃
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

氾

稲
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
、
住
所

(郵
便
番
号
)
、
氏
名
、
氾
活
祢

号
、
「
政
治
学
級
」
を
明
記
し、

川
月
日
日
(
月
・
必
着
)
ま
で

に
〒

2
7
1
1
8
5
6
0松
戸

市
小
娘
本
7
千
部
川以
来
お
飾
文

庁
総
務
叫
企
画
係
官
0
4
7

(
3
6
1
)
2
1
7
5
へ

し
よ
う
な
ん
フ
リ
E
マE
ケ
ッ
ト

日
時

H
H川
口
円
(
土
)
何
「
前
川
時

か
ら
午
後
2
時

(
間
天
の
場
合
は

は
日
(
臼
)
に
延
期

)

場
所

招
南
町
役
場
駐
車
場

問
い
合
わ
せ

招
南
町
商
工
会
背

年
部
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
係
官

(
引

)2
8
0
3

生
涯
学
習
フ
Z

ス
テ
イ
バ
ル

。
福
祉
の
ま
ち
日つ
く
り
輯
演
会

日

時

日

月
8
H
(ぷ
)
午
後
2
時

泊
分
か
ら
4
時

場
所

野
田
市
文
化
会
館

「
動
く
物
価
教
室
」

新
日
本
製
織
、
東
京
氾
力
や
榔

ほ
た
る
の
施
設
を
パ
ス
で
見
学
し

ま
せ
ん
か
。

日
時

ロ

月
5
日
(
火
)
午
前
9
時

J
R千
誌
駅
前
集
合
、
午
後
4
時

却
分
伽
倣
予
定

見
学
場
所

新
日
本
製
鍬
(
株
)
担

出
製
織
所
、
型
以
氾
力
(
株
)
日
沖
火

力
発
屯
所
、

一時
ほ
た
る

(東
京
湾

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
)

対
象
・

定
良
県
内
花
住
で
は
段

以
上
の
方
、
柑
人
(
応
拡
者
多
数

ー自国民生活

盆制公庫

ご利用ください
内
容

ア
グ
ネ
ス
の
「
み
ん
な
地

球
に
生
き
る
人
」

1
と
も
に
生
き

る
社
会
を
め
ざ
し
て
1

締
師

ア
グ
ネ
ス

・
チ
ャ
ン
さ
ん

(歌
手

・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・

教
育

学
博
士
)

入
場
料

無
料

申
し
込
み

当
日
会
川樹氏系付

問
い
合
わ
せ

野
田
市
教
育
委

μ

会
社
会
教
打
必
宮
(お
)
i
l
l
-

植
の
歴
史
講
演
魯

日
程
・
内
容
U
月
4
H
(土
):・

中
世
と
近
代
、

5
n
(
H
):・近
祉
と

+門
代

時
間

午
後
1
時
泊
分
か
ら
5
時

場
所

柏
市
中
央
公
民
館

定
員

1
8
0人

(先
約
順
)

入
場
料

無
料

申
し
込
み

当
H
山
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
柏
市
教
行
委

μ会

文
化
訓
告
(訂
)
I
l
l
-内
線
6
3

R
U
 

涜
通
施
設
見
学
会

の
場
合
は
州
選
)

参
加
賀

川
燃
料
(
昼
食
付
き
)

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

往
複

ハ
ガ
キ

(l
枚
に

2
人
ま
で
)
に
、

参
加
者
会
且
の
住
所

(副
使
帯

号
)

・
氏
名

・
年
附

・
氾
間
帯
号
、

「動
く
物
伽
救
出
ギ
琴
加
希
望
」
、
返

信
間
に
あ
て
先
を
明
記
し
、

日
月

げ
日

(金

・
必
泊
)
ま
で
に
一T
2

6
0
1
8
6
6
7県
庁
県
民
生
活

叫
消
費
者
行
政
班
宮
0
4
3
(2

2
3)
2
2
9
6
へ

日
時

H
刈
ぱ
山
内
(
木
)
午
前
9

時
却
分
か
ら
午
後
3
峠

場
所
我
孫
子
市
商
工
会

内

容

ポ

業
資
合
融
資
に
つ
い

て
の
相
談

(料

m僻
料
)

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

屯

訴
で
日
川
川

H
{令
)
ま
で
に
尚

ドム
会

宮
{
位

)
3
i
3
1
へ

涜
山
ま
な
ぴ
フ
Z
ス
タ

日

時

川

月
初
H
(
U
)午
前
川
時

括
分
か
ら
正
午

場
所
流
山
市
文
化
会
館

内
容

子
ど
も
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル

「
互
の
思
い
出
」

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

流
山
市
教
汁
会

μ

会
社
井
義
打
線
宮
(叩
)
6
1
0
6

企
画
展

戦
後
総
戸
の
隼
活
箪
続

会

期

日

月
初
日
(U
)ま
で
、
午

前
9
時
泊
分
か
ら
午
後
5
時

場
所

松
戸
市
立
博
物
館

入
館
料

大
人
3
0
0
円
、
同

校

・
大
学
生
1
5
0円
、
小

・
中

学
生
1
0
0円

問

い

合

わ

せ

同
館
宮
0
4
7

(3
8
4
)
8
1
8
l
 



「
第1032号

|平成13年成人式 |
日時 平成 13年 1月 88(祝) 受

け付け… 10時30分~11 時 式典

… 11時~11 時40分

揚所市民会館

詔当者市内在住の昭和55年 4月

2白から昭和56年 4月 1日までに

生まれた方

※市内小・中学校の卒業生て・、市

おおっさいく み

大槻郁実 ちゃん
(本IlIT'1歳3カ月)

d努 び
..-一、=

里 や ま 遊 び

日時 1 1 月 12 8(日) 10時~11時30

分 (雨天中止)

集合煽所 古利根公園「自然観察

の森」入口(参加無料)

内容 ボランティアの指導による

森の自然観察と竹笛づくりなど

対象・ 定員 小学生以下 (幼児は

保護者同伴)、先着20人

2事参大きめのカッターや小刀

申し込み ・問い合わぜ 電話また

はファクスで公園緑地課ft(85)11 

扇ーと子百ふ杭あい薮豆l 11内線544図(85)4329ヘ
フクロウの七宝嫌にチャレこノジ 1 I布佐南地区まちづくり協譜会

日時 11 月 26 日(日) 10時~12時 |十五周 年記念「布 佐文化 祭

錫 所 市 民会館2階市民談話室 日時 ・内容展示の部..11月4日

講師川添睦子さん (日本七宝作 (土) ・ 5 日(臼 ) 10時~17時 発表

家協会理事) の昔日・図g大会...11月12日(日)10

対象・定員小・中学生とその親、 崎~16B者 フリーマーケット ー .3

先着20組 B聞とも10時~ 1 5時

参加費 1人300円

申し込み・問い合わゼ ハガキに

住所、氏名、年齢‘電話番号、

「七宝焼参加希望」を明記し、我

外にお住まいの方も出席できます。 孫子1684教育餐員会社会教育課合

問い合わぜ 教育委員会社会教育

課会(85)1151

目こども手編み教室
(学校週5日制関連行事)

日時・渇所 11月258(土)10時~

12時、湖北地区公民館

内容 ぺンダン トポシェ ッ ト

対象・定員 小学生以上.先~20

人

(85)1151ヘ
「ときわ鎌倉号」で行 く

鎌倉ハイキンヴコース散策

日時・集合燭所 11月 19日(日)7

崎、我孫子駅

コース 北鎌倉駅~東慶寺~海善

寺~源氏公園~銭洗弁 天 ~謡謡院

(大仏) ~鎌倉駅 (約 6陥1 )

対象 ・定員 小学生以上、 80人

参加賞 ワ00円 (応募者多数の場合は抽選)

搭参 12号編み針2本 (短いものに 参加賀 100円 (保険代)

はさみ ※受通貨 (ホリデーパス2040円 )

申しiるみ・問い合わぜ 包括で中 と拝観料は各自負担

央公民館公(82)0515ヘ 鍔参 弁当、水筒、敷物、雨具

|大人の折リ紙教室 |
日時 ・燭所 11月21日(火)10時~

12B害.湖北地区公民館

内容 獅子舞 (お正月飾り )

定員先 着30人

参加賞 400同

指参はさみ‘のり 、ごみ袋

申し込み・問い合わせ 電話で中

央公民館公(82)0515へ

|家庭教育学級公開講演会l
日時・燭所 11月1ワ日(金)10時30

分~12崎、 市民プラザ (参加無料)

テーマ 「子どもに伝えたい幸福

な性J 3111師一村瀬幸浩さん(一

徳大学・津田整大学講師)

※保育 (2歳以上 、先君 15人 )を

希望する方のみ事前に申し込みを

申し込み・問い合わせ 往復ハガ

キに行事名、参加者全員 (ハガキ

1枚で 1家族またはグループ 4人
ふりが'"

まで)の住所.氏名、年齢、性別、

毎誌番号を明記し、 11月?日 (火

必着)までに古戸696教育委員会

体育課ft(87)7555へ

|福祉作業所みず き |
どん とこ ま つリ |

日時 11 月 11 日(土) 10時~14時

(雨天実施)

燭所 福祉作業所みずき (古戸)

内容 パザ一、模擬居、バンド演

奏、ゲームほか
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問い合わぜ中央公民館公(82)05 内容 作品展示‘パザ一、模擬庖、

|第211ID我孫子市合唱祭l
日時 ・煽所 11月23日(祝)12時30

分開場 ー13時開演、市民会館

入湯料 300円 (会席自由)

入燭券販売所平賀寄庖‘荒井

居、東京事務器‘市民会館内売庖

問い合わぜ 津固まま'(81)5252

i家事家計講習会 |
日時・煽所 11月 16日(木)根戸近

隣センター.11月 17臼(金)中央公

民館.11月30日(木)天王台北近隣

センター、 いずれも 10時~12時

参加賀 400円 (資料代)

舵児貸 200円(予約制)

申し込み・問い合わぜ 電箆で富

野宮(84)3291へ

ステージイベントほか

錫所・問い合わぜ 特別養護老人

ホーム久遠苑(日秀)ft(87)3141 

※不要の日用品がありましたら、

ご協力をお願いします。

l県立我孫 子 聾 護 学 校 |
「あょう発表 会」

B時・ 渇所 11月 12日(白川崎30

分~14時 10分、我孫子養護学校

内容 劇 、踊り、音楽活動などの

発表.作品展示

問い合わぜ 同校舎(8ワ)0831

県立総戸養護学校 r~~養祭」
日時・渇所 11月 11日(土)9時30

分~12時、 12日(日) 9 時30分~14

時30分、松戸餐種学校

内容 劇 、複線居、作品展示など

聞い主計コゼ 同校合047ぼ氾:)2128

燭南 ・問い合わぜ 布佐南近隣セ

ンターまま(89)3740

I 第 15回我孫子市オーブン
家庭 婦 人団体卓球大会

日時 ・湯所 11月30日(木)9略受

け付け.市民体育館

種目 1チーム 5人以上の団体戦

( 4単 1複で複の選手 1人のみ霊

複可)< A ・ 8 ・ Cのランク別、

アンチ・粒高は使用禁止〉

参加資格 30歳以上の女性

参加賀 1チーム4000同

申し込み ・問い合わせ ハガキに

大会名、チーム名、ランク.代表

者の住所 氏名-電話番号、全員

の氏名を明記し、 11月10日 (金ー

必ち)までに並木9の3の2駒田

由美子宮(84)3685ヘ
ボ ランテイ ア 連絡 会
公 開 講演 会

日時 11 月26日(日)10時~ 1 2時

場所中央学院大学 (参加無料)

テーマ 「少子高齢社会を生き

抜く知恵とボランティア活動~ジ

ャーナリストの視点からJ M1l師

出完簿さん (サンデー毎日元編

集長、東邦大学薬学部教授)

定員当日先君150人
問い合わぜ ボランティアセンタ

-ft(85)5233 

目 湖北台中学校PTAスワーJ~コンザート
森と渇から百き 調べを

日時・渇所 11月1ワ日(金)18時20

分、湖北地区公民館 (入場無料)
みづ急

出演 水 月E恵美子さん (ピアノ )

問い合わぜ中嶋会(88)2694( 16 

時以降)

日時 ・泊所第45団 …11月25日

(土)10時30分~ 14時‘久寺家近隣

センター 第76団ー一12月 3日(日)

※第ワ6団の場所等は問い合わせを。

対象 平成 13年 4月 1日現在で満

5般から 17歳までの女子

申し込み・問い合わぜ 第45団…

北lIi.@ft侶4)4531.第76団…石山公

(82)0726ヘ
|国際ロータリー膏少年 |

交換 派 遣高校 生 |

派遣先アメソ力、カナダ、メキ

シコ、ブラジlレほか

応募期限 11月30日(木)

※応募資絡や申込方法など、 群し

くは我孫子ロータリークラブ事務

局 窓図(83)1788へ

図回目白

日時 1 1 月 14 日(火) 10時~15時

燭所 松戸市民会館

相談内容 金銭.不動産、夫婦・

親子関係、相続問題など

申し込み 不要(当日先着順)

問い合わぜ 平楽地方家庭裁判

所松戸支部庶務課ft04ワ(368)5141

1女性人権擁護委員による |
人 権 相 談

日時 11 月 108(金) 10時~15時

燭所 千葉市文化センター

相談内容 縫婚 ・相続等の家庭問

題、いじめ問題など(鎚用無料)

申し込み 不要 (当日先着順)

問い合わせ 千葉県人権燦護委員

連合会女性部会合043(247氾444

!?ト国人のための人権相談会 |
日時 11 月 1 5日(水) 14時~17時

渇所千葉県弁鐙士会館(千葉市)

対象 ・定員 外国人、 当日先着20

人 (日本語を話せる人を同伴)

※中国語.ぺルシャ語、スペイン

語.タガログg8などの通訳あり

相談内容外国人の人権に関する

相談 (在留資格、労働関係など)

※相談者はパスポー トや給料明細

密などの関係容類を持参のこと

相談白用 無料

問い合わぜ 千葉県弁護士会合04

3(227)8431 ~ 2 

労災職業病なんでも椙談会

日時 ・場所 11月 11日(土)13時~

16時、アミュゼ相(釘用無料)

申し込み 不要(当日先着順)

問い合わぜ 千集中央法律事務所

公 043(225)456ワ

2000.11 .1 ( 6 ) 

無料法律相談

日時・場所 11月11日(土)13時30

分~ 16時、千葉県弁鐙士会総戸会

館(松戸駅東口徒歩約 5分)

定員先着 15人

申し込み ・問い合わぜ 11月 6日

(月)10時から、電話で千葉県弁護

士会松戸会館公04ワ(366)6611ヘ

|住民の力で成田線を便利に |
「成回線利用者の会」ではいま、

成回線を便利にするための 10万人

署名運動に取り組んでいます。こ

の運動の成功には、沿線住民の皆

さんのご協力が必要です。

成 回 線 の 複 線 化 活 発 終電略

刻の延長などを盛り込んだ当会の

8名運動の成功のために.あなた

のお力をお箆しください。

問い合わぜ 和固まま(69)1252

E 県 立 東葛飾高校 定 時制
成人の 特別入 学者選擁

検査日 ・娼所平成 13年 2月27日

(火)、県立東葛飾高等学校

対象中学を卒業して、平成13年

3月31日に満20織に達している方

検査内容面接.作文

願8の配布 11月 6臼(月)から

願密受け付け 平成 13年 2月9日

(金).13日(火)ー14日(水)

※出願手続きや学校説明など、詳

しくは同校合(43)4271へ

|年末調整等説明会 |
日時・ 渇所 11月218りと)13時30

分~15時3ο分‘市民会館

問い合わせ柏税務署法人謀税第

28日門会(46)2321内線384

。公共施設利用の継続的な;宮町は、

侵先的に1&1所が確保されている也

のではありまぜん。

舎周の休館目
市民図 哲館 6(町、13(月上14(火).20(問、27(月)

中央・湖北地区公民館 6(月)、13(月).20(月)、23(祝}.27(月)

烏の 博物館 6(問、7(火)、13(月).20(月}.24(金)、27(月)

市民プフザ 9(木)、16(木)

市 民 4コ企~ 館 6(月)、13(月)、20(問、27(月)

つつじ荘 ・ 3(側、6(月)、13(月)、14(火).20(月}.23(祝)、
西部福祉センター 27(月}.28(火)

市民体育館 27(月)

ふれあい工房 6(問、13(月).20(月).27(月)

相談等
内 ¢何旬ヨr、 日 時 場 所 問い合わせ

法律相談(予約制)
2(木)、7(火)、14(火)、16(木)、市民相 談室

秘 t!t課
21(火).28(火)9・30-15:30 (本庁 2階 )

※予約は、11月 1日(水 )8:30か ら電話で秘 密課へ。

税務相談(予約制)117(金)10:00-15:00 本庁 1階面談室収 税 課

※予 約 は、11月13日(月)8:30から電話で収 税課へ。

人権相 談 30(木)10:00-15:00 西別館2階面談室 生活支援諜

行政相 談 30(木)10:00-12:00市民相 談 室 秘密課

不 動産 相 厳
10(金)10:00-15:00

市民相 談 室
建築指m課

住宅相 談 市民ホ ー ル

交通事故相椴 13(月)10:00-15:00交通整備課 交通笠備課

心の相設 (予約制) 1 (水)13:30-15:30福祉総合相談室 福祉総合4目該室

健康相敵
10(金)10:00-11:15 つつじ荘 つつじ荘

17(金)10:00-11:15 西部福祉センター 西鶴福祉センヲー

健康づくりうんどう教室
8 (*) 1 0 :00-11 :00 布佐南公園内うんどう遊園

保健センター
17(金)10:00-11:00 定台函館掬うんどう掴

健康・生きがいづくり
14・28(火)10:30-16・00

ふれあい福祉セン女一
栂談 (予約制) (社会福祉協議会向かい)

6・20(月)9:00-15:00 ふれあい福祉セン:';1-社会指祉

IL'~è ごとキ目E炎 13(月)9 :00-1 5 :00 イ呆イ建センタ ー m 総 会

27(月)9:00-15:00 布佐市民セン:';1-*飽

結婚相 敵 5・19(日)10:00-14:00社会福祉協脱会

この広報紙は再生紙を使用しています


